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表面（市民会議ニュースVOL.3）
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  裏面（市民会議ニュースVOL.3） 
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  表面（市民会議ニュースVOL.4） 
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裏面（市民会議ニュースVOL.4） 
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 (3) 参加者アンケート 
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 (4) アンケート集計結果（4回分） 

①本日の市民会議を何でお知りになりましたか。（複数回答可） 

   
 

  ②本日のファシリテーターの進行はいかがでしたか。 

 
 

  ③本日の市民会議で公共施設に関する状況等について理解が深まりましたか。

 
 

市報 34.8%

ホーム

ページ

13.0%

チラシ・

ポスター

26.1%

知人からの

紹介 6.5%

その他

19.6%

分かりやすい

71.9%

やや

分かりやすい

21.9%

普通

6.2%

深まった

51.6%

やや深まった

42.0%

どちらともいえ

ない

3.2%

あまり深まらな

かった

3.2%

※回答の比率(％)は、その質問の回答者数を母数として算出しています。 
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 (5) アンケート自由意見 

 第１回市民会議  

自由意見 

１ 

・小平市の公共施設マネジメントは全国に先駆けて市民と協働で方針を決めた第 1号となるく

らいの効果を上げたい。 

・初めの施設のプロット作業は市で用意しておくべき作業では。話し合う時間をもっと確保し

たら。 

・市民を巻き込む、参加者を増やす努力をして欲しい。 

・人口減尐・高齢化を逆手に取る発想を考えていきたい。 

・小平は子育てしやすい町をかかげて、まちづくり宣言をしたら全てその方向で考え、計画を

進めれば。 

２ ワークショップは有意義でした。ご苦労さまです。 

３ 何でもあればいいで考えてはバランスが崩れるのでは。 

４ 

・今後のスケジュール（あと 3回）の中身が分かりませんので教えてください。 

・多くの方と話をするとき、いろいろな角度から考えることができるのでもっと多くの市民に

参加してほしい。私も呼びかけます。 

５ 意見の聴取を自由（時間）に受けてほしい。 

６ 
尐人数（4 人×2 組）の話合いであったが、皆さん意識も高く、また多角的な意見交換ができ

たと思う。 

７ 
具体的な取組として、現在の課題と今後の公共施設の経営戦略について、経済効果をもたらす

施策をどうするのか。 

 

 第２回市民会議 

自由意見 

１ 

・多様な会議進行の方法を工夫されていることに敬意を表します。 

・先般のアンケートにおいても、約 700 に及び意見が寄せられています。今日までの様々な取

り組みの成果をこれらの意見とあわせて、予算化も含む行動レベルの施策に反映する段階に至

っているのでしょうか。 

・量と質 

小平市において、整備されてきた公共施設は市民及び小平市全体にいかなる影響をおよぼして

きたか（幸福感民度など）の分析はなされてきたのでしょうか。 

２ 

１回目を休んだため、スタート台が違う感じがして皆様と同じテーブルに乗れなかった。今後

の公共施設のあり方について、私は第３セクター方式で建替を行い、公共機能（学校、公民館、

図書館、地域センター機能等）、病院、住居エリアを複合したものにすれば高齢・尐子対策も

解決できると考えます。 

また、どの未来を考えてかの時間テーブルをはっきりさせると、より具体的な意見が発表でき

たかなと思います。 

３ 参加メンバーが増えるといいですね。 

４ 

１.小平を取り巻く現状や課題を踏まえて、公共施設の基本方針の策定に向け、将来的なビジ

ョンを見据え視点を見すえて公共施設のあり方を考える。 

２.イノベーションを推進する。 

５ 

 

自治体の大きさ、前提条件、枠組、パラダイムシフトを下じきにした議論の進め方が良いので

は。 
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６ 

１．ある日突然、身近な公共施設がなくなる、という様な進め方は絶対しないで欲しい。 

２．街づくりの良いチャンスだと考えて、発想の転換で良い結果にしたい。 

３．小平市の良さを伸ばして、街づくりに生かしてほしい。 

・家賃が安い…空き家を小平市としてのマネジメントで、子育て支援に役立てる。 

・公民館が多い…市民活動を活発にして、「協働」を推し進めては。 

・緑が多い…都市農業を活発にして地産地消で財政アップ 

７ 

・施設について、職員グループの職員の方のはなしがよかったです。知らない事で点在してい

ることがつながりました。 

・課長のはなしの中から、「やっぱり施設は減らすんだな」と思いました。減らし方がとても

難しいです。市民サービスの向上につなげるためにもどこを減らすのか…旧耐震基準のところ

の今後が難しい。 

・職員の方と市民の方と一緒に話すこうした機会は、とても意義深いと思いました。 

・地図に、近隣市の施設についても落とし込んでいただき、とても参考になりました。 

８ もっと、公共施設について興味のある方が多く参加してほしい。しかし難しいのが現実です。 

 

 第３回市民会議 

自由意見 

１ まだ自分なりに不勉強なところあり。まだまだ勉強です。理解を深めるために。 

２ 
公共施設に関する条例や、今後の方向（まちづくり特別委員会、都市計画マスタープラン等）

が分かる又は参考になる資料の配布をお願いします。 

３ 時間が短かった 

４ 

・次回以降の注文になるかと思いますが、事前に討論するテーマを教えておいていただければ、

準備ができて視点のもれをなくしたり、討論をより深められるのではないかと思いました。 

・自分では一生懸命考えて発言、参加しているつもりではいるが、どこかうわずった感をおぼ

えたり迫力の無さを感じる。この原因を考えてみると、公共施設の現場、現物、現実に対して、

しっかりしたデータ、実経験が不足（場合によっては、ない）していることが主因と思ってい

ます。今後この点の克服に努め、尐しでもレベルアップできればよいと思っています。 

情報提供も含め、ご指導よろしくお願い致します。 

５ 次回も参加したい。 

６ 

・さまざまな方からのご意見をきくことができまして、よかったです。 

・ただ、「子ども・若者にとっての機能」を考える時に、高齢者ばかりで考えても、通り一遍

の意見しかでなかったように思う。あまり活気的な発表ではなかったので、そういう年齢の方

（若い方）がどう将来を思っているのかも、別の機会で確認したらどうでしょうか。 

・課長のはなしで、青尐年センターの話がでましたが、これも青尐年のニーズより大人の都合

が優先されたこともあったのではと思いました。 

・民間運営が全てよいわけではない。行政が得意な分野と民間が得意な分野があるのでバラン

スが大事。市民運営のよいところもあるが、これも欠点（持続性がない、人により好き嫌い、

不公平、ボス）があるので、全ての施設にこうした運営を持っていくのはどうかと思う。 

・次回が最終回だけに行政経営課のまとめ方もどうなるのかなーと（良い意味でもです。）気

になります。一方の意見（多数）だけでなく、尐数の意見もとりあげてほしいと感じました。 

・若い職員さんたちはいつも熱心ですね…いいですね… 

７ 行政のたてわりはなおして頂きたい。本気で。 
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８ 

公共施設のあり方について。公共施設は、多様な主体により市民参加と協働により、活性化の

推進を図ることです。 

具体的には 

１.市民の集会・学習及び交流の場、さらに地域のコミュニティの拠点として公共施設を管理

運営する。 

２.地域住民と課題を共有し、協働の公共施設の管理・運営を進める。 

３.Ｐ→Ｄ→Ｃ→Ａサイクルの進行と推進。 

４.防災に強い公共施設（安全で快適な空間）の推進。 

５.小平市の特性を活かした公共施設づくり。 

６.公共施設設置の条例の仕組み等の活用と支援を図る。 

機能面でのポイント 

１.公共施設の利便性を高める。 

２.「市民が真に求めている公共施設やサービスは何か？」。 

３.「どのようにすれば市民の利便性を高めることができるか？」。 

※市民の立場に立って考えていくことが重要なカギになる。 

４.市民や行政の視点に応じて、運営・形態等を変える。 

５.従来からの「公共施設」という考えではなく、価値の創造戦略を推進する。 

６.これからの「公共施設」は、市民の効用を高める方法を考え合わせ、設置形態を変えたり

する。 

※上述に関連し、小平市の置かれた背景（現状と課題）に応じて、適切に組み合わせることな

どにより、イノベーションの推進に導く。 

キーワード 

小平市総合計画 行政計画と施設配置計画 学校・家庭・地域の連携 新しい公共 

私が述べたいことは、「新しい公共」という考え方を進めていくことです。 

新しい公共は、現代的課題であり、社会性・公共性という観点から、その要請に即応していく

ことが重要なことです。 

それには、行政だけでなく、市民、事業者、ＮＰＯなどから積極的に情報を得て、公共的な財・

サービスの提供主体となり、介護や福祉、教育や子育て、ひと・まち・しごとなど身近な創生

分野でその在り方について自らが地域の主体づくりの役割を果たす努力をすることです。 

関連して、公共施設の位置づけや組織・運営を住民や大学等の高等教育機関と組織的連携を図

り、大学等の有する人的・知的・物的資源を最大限に活用し、地域コミュニティの拠点として

対象施設を管理運営することです。 

 

 第４回市民会議 

自由意見 

１ 

（2回目の参加となりました。） 

・今回も様々な方々の意見に触れて公共施設に関する考えが深まりました。 

・公共施設のあり方は・・ 

今後 10 年、20年、30年と変わっていくものと思います。年代毎に”求められる公共施設”の

イメージをシミュレーションし、それを５～10年毎に見直していく必要があるでしょう。 

・市民生活の幸福に、公共施設がどのように貢献してきたか。負の部分も含めて考えてみる必

要があるのではないかと思いました。 

本日も参加させていただき、ありがとうございました。 

２ 

素案について、市民会議で出た意見は、対立する意見も含め、反映させてほしいと思いました。

例えば、「民間でできることは民間でやる」と「公でやるべきことは民にしない」など、両方

意見があったかと思いますので、よろしくお願いします。 

むやみやたらに施設を減らさないでください。よろしくお願いします。 
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３ 

今後公共施設だけでなく、何に供するかという目的を達成できる「モノ」を考えて見直し、構

築すべし。 

具体的に公民館と図書館機能を忘失した「なかまちテラス」の様な「モノ」は二度と作らない

こと。この点「新国立競技場」の白紙見直しは大変良かった。 

今般のメンバーに、大学生、あるいは高校生と主婦（女性）の参加が必要であったと痛感。（保

育をつける。）（開催時間帯から可能と考えます。） 

席座をもう尐し広く設定して欲しかった。 

４ 

１.ソフト重視と民活を利用した多機能・複合的な施設 

２.既存の土地（場所・敷地）にとらわれず等価交換して必要な場所、必要な大きさのハード

な施設を考えるべき。 

３.超高齢化社会における居場所づくりも大事。多世代間の交流もできる施設。 

４.全予算を公共施設にまわすのでなく、一部を民間の提供するスペース・居場所づくり支援

用にキープする体制へ 

５ 有意義な時間をもてて、ありがとうございました。 
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(6) 市民会議広報用ちらし 
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